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日本人の対外国人態度

岩 男　寿美子*

  日本社会の国際化は着実に進んでおり，これまでになく日本人が外国人と接触する機会

が多くなった。今後，市民レベルにおいて国際的な人的交流がますます盛んになるにつれ，

日本人の対外国人態度の問題は国際性を帯び，その重要性を増してくると思われる。しか

し，この問題についてはまだ十分な議論がされていない。そこで，本論文では，これまで

私が行ってきた社会心理学的研究を中心にいくつかの実証研究をとりあげ，日本人の対外

国人態度の問題について考察していく。

　先ず最初に広告モデルに反映された日本人の人種差別意識を考える。

　日本の広告には外国人モデルが多数登場しているという印象を受けるが，これを確かめ

るためにある期間に発売された雑誌のグラビアと放送されたテレビのＣＭに起用されてい

たモデルを分析し，次の結果を得た。それによると確かに，外国人，それも白人が多数登

場している。これは外国人には，日本人の白人コンプレックスを示すものととらえられる

ことが多いが，果たしてそうであろうか。外国人モデルを使った方が日本人モデルを使う

より宣伝効果があると判断されてのことかもしれない。この点を確認すべく，同一商品を

外国人モデルと日本人モデルとで宣伝している商品を選び，宣伝効果を調べてみた。この

結果，全く同一の商品であっても，白人モデルが宣伝している場合は日本人モデルが宣伝

している場合より魅力的であると答えた日本人が多く，この答えが今までよく指摘されて

きた日本人の白人コンプレックスと一致していることは否定できない。

　しかし，白人を他の人種より望ましいと考えるのは日本人に限ったものでは無いことが

推察できる米国での実験結果もあり，白人を好む傾向は単に容姿だけからではなく，白人

の持つ社会，文化，経済的地位に依存していると考えることもできる。人間は自分より上

位の対象に同一視すると同時に，下位の対象を蔑むことによって自身を強めるという面を

持っていることは否定できない。加えて，肌の色や容姿に基づく感覚的な好みや偏見も強

いのである。特に，民族的同一性が強く，対外的接触経験が乏しい日本人にはその傾向が

強く，それは単に容姿，外見の判断に留まらず，人間の内面を含む広い範囲の評価にまで

及んでいるが，そのようなマイナス効果を抑える努力が全く認められないのは残念である。

　このような日本人の対外国人態度を当の外国人はどう考えているのであろうか。私が行

ってきた在日留学生に対するアンケート調査にその答えを求めることとする。それによる

と，留学生が日本人の対外国人態度を極めて閉鎖的ととらえていることがわかる。また留

学生の数多いエピソードからは，国籍や肌の色，性別に係わりなく，日本人の外国人に対

する差別がごく一般的な現象のように感じられるが，これが「国際化」した筈の日本の現

状なのである。

＊ 慶応義塾大学教授
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こうした日本人の外国人に対する態度は，在日外国人留学生ばかりではなく広く国外か

らも指摘されている。

　では，このような外国人の印象に対して，日本人は自覚があるのであろうか。残念なが

ら，これまで外国人に対する偏見や差別については正面から論じられることはほとんど無

かったように思われるし，少なくとも偏見や差別に対する日本人のセンシテイビテイを磨

こうという努力がなされているとは思えない。

　ここで一言述べておくが，私が強調したいのは外国人に対する偏見が日本人特有のもの

であるというのではない。しかし，他の国にも見られるからといって日本人の偏見や差別

をそのままにしておいてよいことにはならず。これを取り除くことは国際社会の一員とし

ての責務であると考えるのである。

　ここで，戦後一貫して日本人が最も関係が深いと考えてきた米国人に対する態度につい

て触れておく。

　多くの日本人は米国人のステレオタイプとして，思っていることをストレートにはっき

り表現し，そのまま行動に移す国民と考えているようである。しかし，米国人は本当に何

事も割り切って考え，はっきりと自己主張するのであろうか。本文で述べるように，私が

行った調査では，米国人も自分自身の反応としては決して単純に割り切った行動や意見の

表明ではなく，かなり日本人に近い反応を選ぶことがわかった。つまり，日本人は極端に

ステレオタイプ化したものを米国人の実態であるとして接しており，そのような誤ったイ

メージの下では，両者の間に様々なきしみが生じるのは無理からぬことである。

　日本人が比較的よく知っているつもりの米国人についてさえこうなのだから，他の国の

人々について誤ったステレオタイプを過信している危険性はさらに大きい。大人達が不用

意に用いる外国人についての発言が，子供達の外国人に対するイメージ形成の核になって

いることに十分注意を払い，どんな国の人にも一人一人違った名前と顔があり，いろいろ

な人がいることを伝える努力をすべきである。それが国際化時代の教育の基本なのである。

　本稿では，日本人の対外国人態度について多くの問題が残されていることを述べている。

ひき続き，日本人が国際化を声高に合唱したとしても，このような問題の解決なくしては，

外国人との円滑なコミュニケーションは難しく，期待するほどには国際化が進まないこと

は明らかである。そのためには，自らの差別意識を見据え，地球時代に生きる人間として

最低限のマナー等を身につけ，より長期的には，異質な人々や多様な考え方が日本社会を，

そして世界を一層豊かにするという価値観の確立が必要であろう。

　この数年，留学生を含む在日外国人の数や，

日本人の国際結婚の数，或は外国人不法就労

者の数などいずれをとっても大幅な伸びをみ

せ，量的にとらえるかぎり，日本社会の国際

化は着実に進んでいるようにみえる。その結

果これまでになく広い範囲の日本人がさまざ

まな機会に外国人と接触するようになった。

「外国人と街頭で言葉を交わした経験」が「あ

る」という人が過半数に達していることを示

している調査もあるが(注 1 )，それにもかかわ

らずこうした接触で問題を起こしがちである

日本人の外国人に対する態度については，充

分な議論が行なわれているとは思えない。今

後市民レベルに於て国際的な人的交流がます

ます盛んになることは確かだが，その場合，

こころの国際化の遅れが深刻な国際問題に発

展するおそれがなきにしもあらずである。そ

こでこれまでに私自身が行った社会心理学的

（注１）　経済企画庁国民生活局編「国際化時代の人つきあい」大蔵省印刷局　1988.
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その結果はわれわれの印象の通り，外国人研究のなかから少し角度の異なる４つの実証

研究をとりあげ，日本人の対外国人態度の問

題を考えていきたい。

　先ず最初に，公告モデルの扱い方に反映さ

れた日本人の心理からその対外国人態度，と

りわけ人種差別意識を探ってみよう(注 2 )。い

ま日本は電車の中の吊り公告から，テレビの

ＣＭ，雑誌のグラビアまで外国人モデルを使

った宣伝広告で溢れている。外国製品の宣伝

に外国人モデルが使われているのなら取り立

てて問題にするほどのことはなかろう。しか

し，日本人の消費者をターゲットに，どうみ

ても外国とは直接には関係がないとしか思わ

れない商品の広告に外国人モデルが多数登場

しているという印象を私は受けるのである。

だが主観的印象が時には極めて誤ったもので

あることは経験的にわれわれのよく知るとこ

ろである。

　そこで私は，期間をある一週間に限り，そ

の週に発売されていた週間誌と月刊誌のなか

から発行部数の多い30誌を選び(注 3 )，グラビ

ア広告515本に起用されていた1,008のモデル

をその扱い方を中心に分析することにした。

加えて，同じ１週間に東京の民放５局がゴー

ルデンタイムに放映したテレビ・コマーシャ

ル721本に登場する6,470名のモデルを分析し，

外国人がどの程度どのような商品の宣伝に登

場しているかを調べてみた。

それも白人が分析対象広告に多数登場してお

り，雑誌の場合で男性モデルの47.5％，女性

モデルの42.3％が白人であった。テレビにつ

いては男性モデルの32 . 4％，女性モデルの

22.4％が白人ということが明らかになった(図1)。

また外国人モデルが宣伝する商品の大半（雑

誌で65％，テレビで96％）は国産品であった。

なお白人以外の外国人モデルの起用は極めて

少数であった。

  こうした外国人の扱い方には，日本人の対

外国人態度が反映しているのではないだろう

か。では，なぜ日本人を主なターゲットとす

る国産品の宣伝に外国人，それも白人をこん

なに多数使うのだろうか。先ず，多くの日本

人にとって，白人モデルは日本人モデルより

一般に格好よく魅力的にみえる，という仮説

(注2)  研究の詳細については、岩男寿美子「外国人モデル起用の実態」慶応義塾大学新聞研究所年

      報23　1984.

        及び岩男寿美子「広告モデルの広告効果─外国人モデルと日本人モデルの比較」慶応義塾大

      学新聞研究所年報を参照。

(注3)    30誌は次の通りである。

 月刊・隔週刊誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 週刊誌

 １　文芸春秋  ９　微笑 16　サンデー毎日 24　女性セブン

 ２　ポパイ 10　メンズクラブ 17　週刊朝日 25　アンアン

 ３　ノンノ      11　ホットドッグプレス 18　週刊新潮 26　週刊プレイボーイ

 ４　ナンバー 12　モア 19　週刊文春 27　平凡パンチ

 ５　Ｊ.Ｊ 13　クロワッサン 20　週刊現代 28　週刊明星

 ６　写楽 14　ブルー夕ス 21　週刊ポスト 29　週刊平凡

 ７　月刊プレイボーイ 15　婦人公論 22　週刊女性 30　アサヒ芸能

 8　ビッグトウモロウ 23　女性自身

図１　分析対象の人種別構成
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をたてることができる。確かに，金髪碧眼の

外国人モデルが日本の広告に溢れているのを

見た外国人は，それが日本人の白人コンプレ

ックスを示すものととらえることが多い(注4)。彼

らのなかには，どうして日本人は本国ではと

りていモデルにはなれないようなあまり魅力

的ではない外国人モデルを使うのか，と不思

議そうな顔をする人もいる。そして，白人で

さえあれば日本人より魅力的だと考えるほど

日本人の白人コンプレックスは重症であると

映るようだ。では果たしてそうなのだろうか。

　広告は，モデルを使って商品を一層魅力的

に見せ，広告効果を高めることを期待してい

る筈である。そうでない限り，モデルを使う

意味はない｡その点から考えると，仮に日本

人モデルと白人モデルが同じ位の費用で利用

できるのであれば，外国人モデルによって宣

伝された時には，同じ商品が日本人モデルに

よって宣伝された場合よりも良く見えると判

断されていることになる。果たしてそうした

判断は正鵠を得たものなのだろうか。

  そこで，同一の商品を外国人（白人）モデ

ルと日本人モデルとで宣伝している広告があ

る６種類の商品を選び出し，広告効果に差が

あるかどうかを調べる実験を行ってみた。対

象としたのは当時東京以外の民放で実際に放

映されていたテレビ・コマーシャルで，たと

えばアデランスをトム・ワイスコフが宣伝し

ているものと上原謙が宣伝しているもの，カ

ネボウ・レディ80をブルック・シールズが宣

伝しているものと古手川祐子が宣伝している

ものといった６セットのＣＭである（表１）。

それを日本人モデルを用いたもの３本と白人

モデルを用いたもの３本を含む２系列に分け

て編集，男女各30名の大学生の被験者にいず

れか一系列のＣＭを順次見せ，それぞれのＣＭ

について宣伝している商品とＣＭそのものに

対して評価してもらった。

  この実験の結果，全く同一の商品であって

も，白人モデルが宣伝している場合には日本

人が宣伝しているものに比べて「魅力的」で

「格好よく」「洗練されて」みえることが明ら

かに示されたのである(表2)。念のためにつ

け加えると，この実験で使ったＣＭの日本人

モデルはいずれも美男美女タイプの一流俳優

であるが，どこからみても間違いなく日本人

にみえる。一方，比較の対象となる白人モデ

ルはすべて日本でもかなり名の通った俳優や

スポーツ選手で，新聞の折り込み広告やスー

パーのチラシに登場する部類の無名の外国人

モデルではない。

　ひとつの実験室実験の結果を広く一般化し

て論じることば慎むべきではあるが，この実

験で得られた白人モデルＣＭ群と日本人モデ

ルＣＭ群の間の統計的有意差は，これまでよ

く指摘されてきた日本人の白人コンプレック

表１
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スと一致していることは否定できない。単に

日本人と違っているからひと目をひく，ある

いはギャラが安いという理由のために外国人

を広告に使うるのであれば，白人に偏る必要

ない。日本人とあまり区別のつかないアジア

諸国の人は別としても黒人やアラブ人でも同

じような効果が期待されるはずである。それ

なのに白人に偏るのは端的にいって，多くの

日本人は，白い肌はハダ色の肌より，大きな

眼は小さな眼より，高い鼻は低い鼻より，な

がく細い足は短く太い足より美しく格好いい

と思っているということであろう。多くの少

女まんがやテレビ・アニメの主人公は，読者

や視聴者である日本人よりも白人に近い顔か

たちをしている。

  黒い肌より白い肌の方が望ましいと思うの

は何も日本人ばかりではない。以前，米国で

行なわれた研究で３歳から７歳の幼児に白人

の人形と黒人の人形をみせ，「遊びたい人形」

「素敵な人形」「へんな人形(ｌｏｏｋｓ ｂａｄ)」「き

れいな色をした人形」それぞれに該当する人

形を選ばせると，白人の幼児ばかりでなく黒

人の幼児も「へんな人形」に黒人の人形を選

び(59％)，その他の肯定的条件については６

割から7割が白人の人形を選ぶと報告されて

いる(注5)。その後，1970年に別の研究者が黒人

の幼児が黒人の人形を好むという研究結果を

発表し，公民権法制定後の米国における黒人

のプライドの高まりと地位の向上をおもわせ

たが，71年と85年に再び行なわれた研究結果

はいずれも黒人の子供たちが白人の人形を好

むことを示している。

  勿論，幼児でもその判断は肌の色や容姿で

はなく社会・文化・経済的地位に依っている

のだと考えることもできる。そうだとすると，

仮に日本の近代化の手本がアジアの国であっ

たり，今日世界の先進国が黒人国家であった

場合には，日本人は白人を蔑視し，肌の色が

黒くないことにコンプレックスをもつことに

なったのだろうか。また，仮定の問題ではな

くより現実的には，今日日本人が日本より「遅

れている」とみなしがちなくにぐにが日本に

追いつき追い越した時，彼等に対する日本人

の態度が変わるものだろうか，また変わると

すればどう変わるかが興味ぶかい問題になる。

しかしそうした場合でも国の間に格差は残る

ため蔑視される民族集団は常に存在しつづけ

ることになろう。更に悲観的立場にたてば，

人間は個人としても集団としても，自分より

上位の対象に同一視すると同時に下位の対象

を蔑むことによって自信を強め，こころの健

康の維持や集団の凝集力を強めることをはか

っているという面を否定できない。加えて，

肌の色や容姿に基づく感覚的な好みや偏見も

根強く，特に社会の構成員が比較的似通った

容貌をしており，多様な人びととの接触経験

の乏しい日本人にはその傾向が強い。先に紹

介した広告モデルに関する研究結果のように，

容姿の美醜が外見の評価に止どまらず，人間

の内面から使っている物までを含む広い範囲

の評価に影響してしまうことが問題だが，こ

の点を論じ，そのマイナス効果を抑える努力

が全く認められないのは残念である。

  ところで，こうした日本人の対外国人態度

を当の外国人はどうとらえているのであろう

か。私が197 5年以来，萩原滋慶大助教授と共

同で行ってきた在日留学生研究にその答えを

求めてみよう(注 6 )。1 9 8 5年に全国の大学で学

ぶ1,301名の留学生を対象に行った調査には，

「日本人はどんな外国人が好きだと思います

か」という問いが含まれている。これに対す

る自由記述回答を分析すると，「日本人には好

きな外国人などいない」と指摘するものもあ

るが，「アメリカ人」，「西欧の人びと」，「金

（注５）　ＣＬＡＲＫ，Ｋ．＆ ＣＬＡＲＫ，Ｍ．“Ｒａｃｉａｌ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ ｉｎ Ｎｅｇｒｏ Ｃｈｉｌｄｒｅｎ，” ｉｎ

　　　　Ｒｅａｄｉｎｇｓ ｉｎ Ｓｏｃｉａｌ Ｐｓｙｃｈｏｌｏｇｙ，ｅｄ，Ｎｅｗｃｏｍｂ ＆ Ｈａｒｔｌｅｙ，Ｎｅｗ ｙｏｒｋ：Ｈｏｌｔ，１９４７．

（注６）　岩男寿美子、萩原　滋 「日本で学ぶ留学生─社会心理学的分析」 勁草書房、１９８８．
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髪，青い目」，「英語を話す人」，「先進国の人」

など表現はさまざまであるが，日本人がアジ

アよりも欧米先進国の人たちを優遇している

ことを示唆するような回答が圧倒的に多く，

特にアジア諸国からの留学生の間でこうした

意見が支配的になっていることが目につく。

  このほか，「日本の文化，習慣を学ぼうとす

る人」，「日本のことをほめる人」あるいは田

本語のできる人」など日本人が日本文化に関

心をもつ外国人を好むことを指摘した意見も

かなり多くみられるが，逆に「日本語のでき

ない人」，「じきに自分の国に帰る人」なども

あり，外国人に対する日本人のかたくなな閉

鎖性をついている回答も見受けられた。

　1975年の調査でも，その後国際化が声高に

叫ばれた10年を経て繰返された1985年の調査

でも，日本語の出来る留学生ほど対日イメー

ジが悪いことが明らかにされている。日本人

は外国人がお客さまである間は親切にするが，

流暢な日本語をあやつり，見えない壁を乗り

越えて日本社会や文化に深く触れようとする

外国人には脅威を感じて疎んじるということ

を示しているのであろうか。「日本で経験した

最も愉快なできごと」として留学生が挙げて

いるなかに際立って多くみられたのが，外国

人としてではなく，「人間として」或いは「友

達として」日本人に受け入れられた経験をあ

げ，特にそれを例外的なこととして感じてい

たことからも，留学生が日本人の対外国人態

度を極めて閉鎖的ととらえていることがよく

わかる。

　日本社会へ適応するうえでなによりも大き

な障害となっていると留学生自身がみている

のは，われわれの調査結果にみる限り，日本

人がすぐ考える物価高や円高といった経済的

要因ではなく，「外国人に対する日本人の態

度」なのである。その具体的内容は「日本で

経験した最も不愉快なできごと」として留学

生が記述しているものからも容易に推測する

ことができる。例えば，「丁寧に道を尋ねた

ら，おばあさんに唾を吐きかけられた」とい

う20歳の米国人男子をはじめ，外国人という

だけで拒否反応を示す日本人と出会った経験

は露骨な暴力行為を含めさまざまな状況で報

告されている。とくに「不動産屋では契約し

たが韓国人だということで大家さんが反対し

て次ぎの日取り消された」というように住居

を探す過程で外国人への差別を経験したエピ

ソードは，留学生の国籍や肌の色，性別に係

わりなく多く，差別がごく一般的な現象のよ

うに思われるのである。これが「国際化」し

た筈の日本の現状なのである。

　こうした日本人の態度に不快感を覚える点

はアジアからの留学生と欧米諸国からの留学

生に共通している。しかし，日本人の拒否的

態度を欧米系留学生は外国人全体に対する嫌

悪感の表われととらえるのに対し，アジア系

留学生は「日本人はアセアン諸国からの留学

生を軽蔑する」，「一部の日本人は途上国の人

びとを見下し，西側諸国の人びとを崇拝して

いる」という回答に代表されるように，アジ

ア系留学生への蔑視とみなす傾向がうかがわ

れるが，いずれにしても「強い偏見がある」

という日本人のイメージが形成されているこ

とは確かである。

  留学生がさまざまな経験を通して形成する

日本人観は，かれらが日本留学を終えて帰国

して10年もたつと，次第に悪い面が忘れられ

懐かしさが強まるのか，全体的に好転するこ

とがわれわれの元留学生の追跡調査で明らか

にされているが，その中で，「偏見がある」と

いう日本人のイメージだけは全く印象が薄れ

ていかない。それは，長い年月を経ても容易

に変わり得ないほど強いものであったという

ことなのだろうか。

  ところで日本人には，自分たちが外国人に

対して抱いていると思われている偏見にたい

する自覚はあるのだろうか。３年前の中曽根

前首相の「知的水準発言」や外国人特派員に

指摘されるまで問題であることすらきずかな

かった新聞記者たち，「ちびくろサンボ」やサ

ンリオのキャラクターのあるものがなぜ黒人
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を傷つけるか理解できないという新聞への投

書，渡辺自民党政調会長の無神経な人種差別

発言などをみると，とうてい自覚があるとは

思われない。

  アイヌ，在日韓国・朝鮮人，部落出身者，

障害者などに対する偏見や差別やこれまでに

も折りにふれて問題にされ，決して十分では

ないけれども議論もされ研究もされてきた。

しかし，外国人に対する偏見や差別について

は正面から論じられることは殆どなかったよ

うに思う。少なくとも，偏見や差別に対する

日本人のセンシティビティを磨こうという努

力がなされているとは思えないのである。

  ここで誤解のないように述べておくが，私

は外国人に対する偏見が日本人特有のものだ

などと言っているのではない。しかし，他の

国にもみられるからといって日本人の偏見や

差別をそのままにしておいてよいことにはな

らない。敗戦国日本がまだ貧しかった1950年

代後半からアメリカに留学した私は，アメリ

カで厳然たる人種差別とその撤廃を求める激

しい運動をつぶさに見，また黄色人種である

が故の差別に傷ついた経験もいくたびかある。

公民権法制定の前後に多くの命が奪われたこ

とからもわかるように，人間のこころの奥深

いところに巣くう偏見を取り除くなど容易な

ことではないことも承知している。だから，

せめてたてまえとして「言ってはいけないこ

と」「いてはいけないこと」をしっかりと心に

留めておかなくてはならないと考えているの

である。これが海外に出て行き，国内に外国

人を迎え入れ，国際社会の一員として生きて

いこうとするものの礼節であり，責務ではな

いだろうか。

  今，在日外国人留学生ばかりでなく，広く

国外からあがる声は日本人のマナーの悪さを

指摘している。昨年12月に神奈川県大磯で米

国外交協議会主催の「日米における社会変化

が日米関係に与える影響」に関する国際会議

が開かれた。その席上，ゴールドシュミット

オレゴン州知事は，「連日のように私の事務所

には米国進出を考えている日本企業の代表が

訪ねてくるが，彼等が先ず尋ねるのは，『どう

ずれば黒人を雇わないですむか』ということ

である。このような状況が続くと，いずれ議

会で公聴会が開かれ，深刻な問題に発展する

ことは避けられないだろう」という趣旨の発

言をされた。そして障害者のための寄付とい

うようなことでは極めて協力的な日本企業が

こと人種差別に関しては目に余る言動をとり

続けている，と表情を曇らせた。寄付をしさ

えすれば「善き市民」としての免罪符が手に

はいると考えているとすれば，とんでもない

誤解である。マナーと拠金は全く別のもので

あることを認識しなければならない。

  日常の生活のあらゆる面で人種問題に対し

て努めてこころ配りをしているアメリカ人か

らみれば，日本人の無神経な発言は理解を越

えるものに映るに違いない。日本からの進出

企業に言わせれば，黒人を採りたくても募集

している職種に該当する黒人がいないのだか

ら仕方がない，ということもあろう。しかし，

もともと理性では処理できない部分がある人

種的偏見や差別には，いかなる言訳も通用し

ないという認識から出発する以外にはないの

である。

  だが国内にはさしたる人種問題がない日本

人がデリケートで複雑な人種的偏見や差別に

対する感覚に鈍いのはまた当然のことといえ

る。その日本人が多数海外に出かけて行き，

日本にいるときと同じ感覚や態度で外国人に

接すれば問題が起こって当然であろう。加え

て，このところの円高のせいで海外でのビジ

ネス経験が殆どない中小企業の間に海外進出

の機運が急速に高まっている。オレゴン州知

事に非常識な相談をもちかけた日本人はこの

カテゴリーに入るのかも知れない。いずれに

せよ，日本人の意識を高めるためには，この

種の問題についてもっと積極的に論じること

が必要だと私は考えている。そしてそれも深

刻な国際的問題を起こす前に，いますぐ始め

なければならないと思う。悪気がなくてもひ
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とを傷つけてはならないし，無知故にわれわ

れが傷つけられてもならないのである。

  本年，１月６日付の朝日新聞朝刊の「論壇」

は，「『サンボ』」は黒人差別あおるか。名作童

話の安易な絶版を悲しむ」という，子供たち

のための影絵人形劇活動を熱心にくりひろげ

ているという高校の先生の意見をのせている。

彼は，この「愛すべき物語」が「人種問題に

鈍感な政治家たちの発言の責任をかぶり（中

略）消えていくのだと思うと，やり切れなく

悲しい」と述べているが，黒人たちが嫌悪す

る物語はどんな名作でも黒人以外のひとが愛

することは許されない。こと人種問題に関す

る限り名作か否かは全く無関係なのである。

子供たちのためには他にもたくさんある名作

を与えれば誰も傷つくことはない。この論者

の一方的な主張が純粋な善意に支えられてい

るだけにかえってやりきれない思いがしたの

は私だけだろうか。

  さて，日本人の対外国人態度のなかの偏見

の問題はこの位にして，次ぎに外国人のなか

でも戦後一貫して日本人が最も関係が深いと

考えてきた米国人に対する態度についてふれ

ておこり。

　多くの日本人は米国人のステレオタイプと

して，思っていることをストレートにはっき

り表現し，それをそのまま行動に移す，と考

えているように思われる。従って米国人は婉

曲な表現を使ってはっきり意志を表現しない

日本的なコミュニケーションが理解できない，

とも考える。また，アメリカ人は臆すること

なく自己主張をするから日本人も米国人を相

手にするときには負けずに自己主張をすべき

だ，という意見がある。先頃日米交渉に日本

側代表として出席し，その態度が米国人に極

めて評判が悪かったことで話題になった通産

省の役人がいたが，彼はこうした米国人のス

テレオタイプを信じそれに若干の傲慢さをつ

け加えて行動に移したにすぎない。しかし，

アメリカ人は本当に何事も割り切って考え，

はっきりと自己主張をするのだろうカ㌔最近

私が行った調査では，これに関し興味ぶかい

結果を得ているのでここに取り上げてみよう

(注7)。

  「日頃から尊敬する職場の同僚」とか，「大

事な一人娘」とか，「アパートを共同で借りて

いる親友」といった所謂重要他者との間で，

決して譲れないと考えているような重要な問

題について意見の相違が生じたときにどのよ

うに対処するか，という問題について，日米

の大学生の反応を比較してみた。日本人大学

生は予想にたがわず，日本人はホンネとタテ

マエを使い分けたり，事態を静観したり，清

濁あわせ飲むといった対応をすると判断し，

アメリカ人は自分の気持ちをストレートに表

し，また相手の意見を変えようとすると予測

した。

  ところでこうした日本人の予測に対し，当

のアメリカ人は日本人のステレオタイプ通り

の反応をするだろうか。確かに，アメリカ人

の大学生は，「典型的なアメリカ人の反応」を

示すように求められると，日本人が予測する

ものにかなり近い反応，即ち気に入らないこ

とには不快感があらわにしたり，意見を異に

する相手を説得しようとするといった反応を

示す。ところが，「自分自身の反応」として

は，決して単純に割り切った行動や意見の表

明ではなく，かなり日本人に近い反応を選ぶ

ことがわかった。つまり，アメリカ人自身も

彼らの行動傾向を誤解しているわけだが，日

本人はそれを更に極端にステレオタイプ化し

たものをアメリカ人の実態であるとみなし，

それに沿ってアメリカ人に接しているという

ことであろう。私たちはこのように誤まった

米国人イメージに基づいてアメリカ人とつき

あっているわけで，そこで両者の間にさまざ

（注７）　Ｉｗａｏ，Ｓ．“Ｓｏｃｉａｌ Ｐｓｙｃｈｏｌｏｇｙ’ｓ ｍｏｄｅｌｓ ｏｆ Ｓｏｃｉａｌ Ｂｅｈａｖｉｏｒ ： Ｉｓ Ｉｔ Ｎｏｔ Ｔｉｍｅ ｆｏｒ Ｗｅｓｔ ｔｏ
　　　　Ｍｅｅｔ Ｅａｓｔ？”，Ｐａｐｅｒ ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ ａｔ Ｔｈｅ ２４ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｐｓｙｓｈｏｌｏｇｙ．１９８８．
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まなきしみが生じるのも無理からぬことであ

る。

  先頃，たまたま私が車のなかで聞いたＫＤＤ

のコマーシャルの中で，ニューヨークに住む

オノ・ヨーコが，日本にいた当時，アメリカ

人は考えていることをはっきり言うと聞かさ

れていたが，実際にアメリカに来て接したア

メリカ人は，決してそうではなかったという

話しをしていた。アメリカ生活が長く，しか

もどちらかというと物事を割り切ってとらえ

るタイプの人との接触が多いだろうと想像し

ていた彼女の口から，私の調査結果と全く一

致した事実が語られたことに私は改めてわれ

われのステレオタイプが実体とかけ離れたも

のであるとの確信を強め，それを知らずに行

動したり判断したりすることの危険性につい

て考えさせられたものである。日本人が比較

的よくわかっているつもりのアメリカ人につ

いてさえこうなのだから，他の国のひとびと

について誤ったステレオタイプを過信してい

る危険性はもっと大きい。相手についての情

報が乏しければ乏しいほど私たちはステレオ

タイプに依存することになり，しかもその内

容はあまり好意的ではないようである。

  一例として昨年末に私が行った東京近郊の

小学４年生と６年生に対する調査を紹介した

いと思う。これは外国人と日本人に対する判

断（10カ国のなかから「友達になりたいのは」

「頭がよいのは」など各項目に該当する国民を

ひとつ選んだ調査結果)を示すもので（表

３)，情報が比較的乏しいインド人，フィリピ

ン人，エジプト人に対して非好意的ステレオ

タイプが形成されていることがわかる。この

年齢のこどもたちのステレオタイプの多くは

親や教師，マスコミの影響を受けてできあが

ったものであり，並行して行った成人調査の

結果に極めて近い。中国人に対する好意的態

度は，先に取り上げた留学生調査で韓国をは

じめとする他のアジア諸国からの留学生が

「日本人の中国人に対する異常なまでの愛」と

皮肉をこめて描写した大人たちの態度と一致

する。大人が不用意に用いる差別的発言がこ

どもたちのステレオタイプの核になっている

ことにわれわれは十分注意を払わなければな

るまい。そしてこどもたちに，どんな国の人

にもひとりひとり違った名前と顔があり，い

ろんな人がいることを伝える努力が今ますま

す求められていることを感じるのである。私

にはこれこそが国際化時代の教育の基本に思

えるのである。

  本稿は，これまでに私が行った研究結果を

ふまえて日本人の外国人に対する態度につい

て述べ，こうした態度が外国人との接触に多

くの問題を生み，円滑なコミュニケーション

を妨げることを指摘してきたつもりである。

在日外国人の数が増えることや，海外に出か

ける日本人の数が増えること，また国際化を

声高に合唱することでは期待するほどこころ

の国際化が進まないことは明らかである。い

ますぐに着手する必要があるのは自らの差別

意識を見据え，地球時代に生きる人間として

最低限身につけておくべきマナーと，言って

はいけないこと，してはいけないことを心に

刻むことであり，より長期的にいうならば，

異質なひとびとや多様な考えかたが，日本社

会を，そして世界を一層豊かにするという価

値感の確立であると思う。
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表３　人種ステレオタイプ


